
晋
フ
ィ
リ
ピ
ン
支
援
ラ
イ
ブ

ｍ
　
　
　
Ｆ
妨
2
0
日
夜
ヽ
西
福
寺
で

乙
か
ｚ
に
腰
匯
伺
ｃ
振
作
市
）
を
通
し
ご
フ
イ
ブ
と
一
然
の
大
災
害
で
、
現
地
９

者
を
支
援
し
よ
う
と
、
邑
バ
ザ
ー
の
収
益
の
一
部
尹
惨
状
を
知
っ
た
目
高
代
表

南
町
の
国
際
交
流
団
体

一
支
援
に
活
用
し
で
も
ら
・
（
5
9
）
が
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
９

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
を
襲
‐
‐
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
本
部
・
岡
贈
を
企
画
。
本
番
間
近
の
突

っ
た
台
風
3
0
号
の
被
災
一
市
）
を
通
し
ご
フ
イ
ブ
と
然
の
大
災
害
で
、
現
地
９

　
［
瑞
穂
ア
ジ
ア
塾
］
　
（
日
・
う
。

高
久
志
代
表
）
が
、
社
会
　
同
塾
は
、
ア
ジ
ア
諸
国

派
フ
ォ
ー
ク
歌
手
の
豊
一
か
ら
の
農
業
や
福
祉
の
研

田
勇
辿
さ
ん
（
6
4
）
を
招
い
修
生
受
け
入
れ
を
中
心
に

た
慈
善
ラ
イ
ブ
を
、
2
0
目

午
後
７
時
か
ら
同
町
原

村
の
西
福
寺
で
開
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
－
－
　
　
　
一
。
。
―
－
、
　
―
ｉ
、
“
“
“
‐
’
～
’
１
４
１
～
＝
”
“
ｊ
‐

ｕ

９
９
“
Ｕ
Ｉ
Ｉ
&
‘
１
１
９
¥
ｉ
ｌ
ｙ
１
４
１

国
際
医
療
援
助
団
体
｢
￥
ｖ
'
９
月
に
ラ
イ
ブ
開
催
弔
問
塾
は
以
弗
旧
瑞

活
動
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア

で
も
演
奏
活
動
し
て
い
る

豊
田
さ
ん
と
も
関
係
が
深

支
援
に
つ
な
け
た
い
」
と

豊
田
さ
ん
に
相
談
し
、
快

諾
を
得
た
。

　
1
3
日
夜
に
は
、
日
高
代

表
ら
日
塾
の
メ
ン
バ
ー
７

人
が
西
福
寺
に
集
ま
り
、

当
日
の
役
割
分
担
を
確

柚
町
内
で
開
い
た
国
際
間
シ
か
ら
の
留
学
生
を
講
師
日
高
代
表
は
「
少
し
で
も

題
講
演
会
で
、
フ
ィ
リ
ピ
に
招
い
た
こ
と
も
あ
り
、

フィリピン支援の慈善ライフの打ち合わせ

をする瑞穂アジア塾の日高久志代表（右か
ら３人目）らメンバー

J W l j ＝ | - 一 一

役
に
立
ち
た
い
」
と
思
い

を
語
っ
た
。

　
ラ
イ
ブ
で
は
、
豊
田
さ

ん
が
自
作
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ソ
ン
グ
な
ど
1
5
曲
程
度

を
弾
き
語
り
す
る
。
料
金

は
２
千
円
で
、
３
５
０
０
一

円
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
券
で

は
、
家
族
何
人
で
も
入
場

’
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は

長
塾
事
務
局
、
電
話
０
８

一
〇
（
２
９
４
８
）
３
２
０

８
か
、
西
福
寺
、
電
話
０

８
５
５
（
８
３
）
０
０
４

７
０
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